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スレッドメッセージの特徴を利用した
チャットツール上での会話検出手法の提案

林 遼太朗1 大場 みち子2

概要：近年，情報共有の効率化のためにチャットツールが広く利用されている．Slackなどのチャットツー

ルは，チャンネルと呼ばれる小さいグループに参加することで，リアルタイムで複数人とのコミュニケー

ションが可能である．チャットツールには，話題ごとにメッセージを整理して会話するための機能として

スレッド機能がある．メッセージ閲覧者はスレッドの一番初めのメッセージを見て，スレッド内のメッ

セージを見るかどうか判断することができる．これにより，メッセージ閲覧者の興味・関心に応じて，メッ

セージを効率的に収集することができる．しかし，スレッド機能は返信する人自身がスレッドにするか、

そのままチャンネル上にメッセージを投稿するかを選択できる．そのため，スレッド外でも会話が行われ

ることがある．スレッド外でも会話が行われることで，チャンネル上のメッセージが乱立し，情報把握の

ために時間や労力がかかる．そこで，本研究ではチャットツール上での会話内容の把握を支援することを

目的に，スレッド外の会話を検出・分類することを目指す．本稿では，メタデータとテキスト内容の 2つ

の側面からスレッドメッセージの特徴を分析した結果と考察について報告する．
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Proposal of a Conversation Detection Method
Using Features of Thread Messages on Chat Tools

RYOTARO HAYASHI1 MICHIKO OBA2

Abstract: In recent years, chat tools have been widely used to improve the efficiency of information sharing.
Chat tools like Slack can be used to communicate with multiple people in real time by joining small groups
called channels. Chat tools have a thread function that allows users to organize messages by topic. Message
viewers can decide whether to view the messages in a thread by looking at the first message in the thread.
This allows message viewers to collect messages efficiently according to the interests of the message viewer.
However, the thread function allows the person replying to a message to choose whether to post it as a thread
or to post it directly on the channel. Therefore, conversations may occur outside of the thread. Conversations
also occur outside of the thread lead to time and effort to grasp the situation. Therefore, in this research, we
aim to detect and classify conversations outside of threads to support the understanding of conversations on
chat tools. In this paper, we report the results and discussion of our analysis of the characteristics of thread
messages from two aspects: metadata and text contents.
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1. はじめに

近年，情報共有の効率化のためにチャットツールが広く

利用されている．チャットツールは，リアルタイムで複数
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人とのコミュニケーションが可能なツールである．送り先

を指定して形式的な文章で送るメールと異なり，効率的か

つ気軽にコミュニケーションが可能である [1]．そのため，

テレワークの導入や業務効率化のために企業で導入される

事例も多い [2][3]．中でも Slack[4]などのチャットツールは

ビジネスの場だけではなく，教育の現場でも利用されるこ

とが多々ある [5]．Slackは，チャンネルと呼ばれる小さい

グループを目的別に作ることで円滑なコミュニケーション

が可能なツールである．Slackは，図 1のように，メールと

同様にメッセージを送信する際に宛先を指定するメンショ

ン機能やメッセージに対して絵文字を付けるリアクション

機能など，機能も豊富である．これらの機能により，効率

的かつ気軽にコミュニケーションを取ることができる．

図 1 Slack のメンション機能とリアクション機能

しかし，チャットツール上でのやり取りは，更新頻度が

高く，未読のままメッセージが蓄積しやすい [6]．蓄積して

いく全てのメッセージに目を通したり，会話内容をリアル

タイムに確認して，状況を把握するためには時間や労力が

かかる．その結果，興味・関心のあるメッセージであって

も見逃すことがある．

Slackには話題ごとにメッセージを整理して会話するた

めの機能としてスレッド機能がある．スレッド機能を使っ

たメッセージの例を図 2に示す．図 2のように，スレッド

機能は特定のメッセージに繋げてメッセージを投稿するこ

とができる機能である．スレッド内で返信されたメッセー

ジはチャンネル上からは閲覧できず，スレッドを閲覧する

ことで確認する．メッセージ閲覧者はスレッドの一番初め

のメッセージを見て，スレッド内のメッセージを見るかど

うか判断することができる．これにより，メッセージ閲覧

者の興味・関心に応じて，Slack上のメッセージを効率的

に収集することができる．

しかし，スレッド機能は返信する人自身がスレッドにす

るか、そのままチャンネル上にメッセージを投稿するかを

選択できる．そのため，スレッド外でも会話が行われるこ

とがある．チャンネル上のメッセージにはスレッドで行わ

れるべき会話の他にも，チャンネル参加者全員への共有の

メッセージなど様々なメッセージが存在する．スレッド外

図 2 Slack のスレッド機能

でも会話が行われることで，チャンネル上のメッセージが

乱立し，情報把握のために時間や労力がかかる．

以上のことから，本研究の目的は，チャットツール上で

の会話内容の把握を支援することである．目的を達成する

ための目標として，スレッド外の会話を検出・分類するこ

とを目指す．本稿では以下，2章では，会話検出に関する

関連研究について述べる．3章では，関連研究における課

題と解決アプローチについて述べ，4章では，本研究で実

施したスレッドメッセージの分析結果と考察について述べ

る．5章では，本稿のまとめと今後の展望について述べる．

2. 関連研究

テキストメッセージ上での会話の検出を目的とした研究

として Domeniconiら [7]の研究がある．Domeniconiらの

研究では，メールや Facebook[8]のメッセージを対象に，2

つのメッセージの類似性を利用した会話検出手法を提案し

ている．Domeniconiらはメッセージのテキスト内容・投

稿時間・投稿者と受信者のペアの 3つの情報 [9]に着目し

ている．これらの 3つの情報から会話の特徴を抽出し，抽

出した特徴を利用して分類モデルを構築している．この分

類モデルにより，2つのメッセージが同じスレッドに属す

るかどうかをメッセージ間の類似度により分類し，会話を

検出する手法を提案している．メールと Facebookのメッ

セージに対してそれぞれ提案手法を使って精度比較した結

果，メールに関しては適合率・再現率・F1値による評価

で既存研究 [10]よりも高い精度で分類が可能となってい

る．一方で，Facebookのメッセージに関しては，メール

のメッセージに比べて精度が低い結果となった．メールの

メッセージに比べて Facebookのメッセージに対する精度

が低かった理由として，2つの点が挙げられる．1つ目に，

Facebookのメッセージはメールの件名のようにメッセー

ジ間で共通するテキストが少ないことが挙げられる．2つ

目に，Facebookではメールのように宛先を明示的に指定

してメッセージを送信することが少ないため，受信者を
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特定することができないことが挙げられる．このように，

Facebookのようなチャットメッセージの会話の特徴を捉

えるためには，テキスト内容・投稿時間・投稿者の 3つの

情報のみでは不十分な可能性がある．

Tanら [11]の研究では，2つのメッセージの類似性を利

用する既存の会話検出手法での課題として，会話の文脈や

流れなどを考慮していないことを挙げている．そのため，

Domeniconiら [7]の研究と異なり，既存の会話メッセージ

に含まれる文脈情報を利用するために，メッセージのテキ

スト内容・投稿時間・投稿者の情報から，LSTM[12]ベー

スのスレッド分類モデルを構築している．この分類モデル

を利用して，入力メッセージが新しい会話を開始するメッ

セージなのか既存の会話に属するメッセージなのかを分類

している．既存研究 [13][14]における分類モデルと精度を

比較した結果，全ての指標において既存モデルより高い精

度で分類が可能となっている．しかし，F1値は最大でも

0.45ほどに留まり，分類精度に改善の余地がある．

3. 課題と解決アプローチ

関連研究における課題として，会話検出のための特徴量

としてメッセージのテキスト内容や投稿時間，メッセージ

の投稿者の情報のみしか利用していないことが挙げられ

る．Slackのようなチャットツールには，これらの情報以

外にもメールのようにメッセージ送信時に宛先を明示的に

指定するメンション機能やメッセージに対して絵文字を付

けるリアクション機能などの会話の検出のための特徴にな

り得る情報が存在する．

そこで本研究では，上記の課題に対して，以下のような

解決アプローチを提案する．

( 1 ) チャットツール上のスレッドメッセージの特徴分析

( 2 ) スレッドメッセージの特徴を利用した

会話検出のための分類モデルの構築

本研究では，まず，チャットツールのスレッド機能によ

り作成されたスレッドメッセージの特徴を分析する．ス

レッドメッセージは，特定の人物同士が特定の話題に関し

て会話するメッセージであるため，スレッドメッセージ間

には共通した単語が出現するなどの特徴があると考えられ

る．このようなテキスト内容の特徴以外に，メッセージに

付随するメタデータにも会話を検出するための特徴が存在

する．例えば，スレッド内では質問と応答のやり取りが短

時間で交わされるため，メッセージの投稿時間の間隔が狭

いことが考えられる．他にもスレッドメッセージでは会話

終了時にメッセージの代わりに最後のメッセージに絵文

字によるリアクションを付ける傾向がある．このようなス

レッドメッセージの特徴はスレッド外で行われる会話に

も共通する特徴であると考えられる．そのため，スレッド

メッセージの特徴をメタデータとテキスト内容の 2つの側

面から分析する．

次に，分析した特徴を利用した会話検出のための分類モ

デルを構築する．構築した分類モデルにより，チャット

ツール上のスレッド外の会話を検出・分類することを目

指す．

本稿ではこの 2つのアプローチのうち，チャットツール

上のスレッドメッセージの特徴分析について報告する．

4. スレッドメッセージの分析と考察

4章では，Slackのスレッドメッセージの特徴を分析した

結果と考察を述べる．まず，分析対象のメッセージについ

て概要を説明する．次に，メタデータに着目した分析とテ

キスト内容に着目した分析の 2つに分けて分析結果と考察

を述べる．

4.1 分析対象のメッセージ

公立はこだて未来大学の学部 3年次PBL科目であるシス

テム情報科学実習 [15]のプロジェクトAの Slackメッセー

ジを対象にスレッドメッセージの特徴を分析する．PBLと

は，課題解決型学習を指し，複数の学習者がプロジェクト

体制で課題解決に向けて主体的かつ自律的に取り組む実践

的な学習方法である [16]．プロジェクト Aは 15名の学生

が参加するプロジェクトで，フィールド調査に基づき問題

やニーズを発見し，システムを開発する中で，チーム開発

や設計手法を学ぶ．プロジェクト Aのチャットツールに

は，15名の学生と指導教員や TAが参加しており，PBLで

の作業の進捗報告やプロジェクトに関する連絡の共有を行

なっている．

Slackが提供しているAPIを利用してプロジェクトAの

Slack上のメッセージを取得し，その中からスレッドメッ

セージを抽出した．

抽出したスレッドメッセージの概要を説明する．対象と

なるスレッドが全 230件，メッセージ数は 1,002件だった．

チャンネルは全部で 30個が対象となった．各チャンネル

のスレッド数とメッセージ数の分布を図 3に示す．図 3よ

り，プロジェクト参加者全体への連絡を行う generalチャ

ンネルと報告書やポスターなどの成果物のレビューを依頼

する reviewチャンネルのようなプロジェクト全体に関わ

るチャンネルのスレッドが多かった．

また，スレッド内の返信メッセージ数の分布は図 4のよ

うに 1件から 5件程度のものがほとんどであり，最大で 38

件の返信があるスレッドも含んでいる．

4.2 メタデータの分析

投稿時間の間隔や絵文字によるリアクションの分布，メ

ンション付きメッセージの分布などのメッセージに付随す

るメタデータに着目し，分析した結果と考察を述べる．

4.2.1 メッセージ投稿時間の間隔に関する分析

図 5のように，スレッド内のメッセージの投稿時間の間
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図 3 各チャンネルのスレッド数とメッセージ数の分布

図 4 スレッド内の返信メッセージ数の分布

隔を算出した．算出したスレッドメッセージの投稿時間の

間隔の分布を図 6 に示す．図 6 より，スレッド内のメッ

セージの投稿時間の間隔は 5分以内が 46%，5分から 15

分が 14%，15分から 1時間が 12%となった．このことか

ら約 75%が 1時間以内に返信されており，スレッドメッ

セージの投稿時間の間隔は短いことが分かった．このこと

から，メッセージの投稿時間の間隔は既存研究 [7]と同様

に会話検出のための特徴として利用できる可能性がある．

4.2.2 メッセージに対する絵文字のリアクションの分析

スレッド内のメッセージをスレッドの始まりに位置する

メッセージである親メッセージ，スレッドの終わりに位置

するメッセージである最終メッセージ，親メッセージと最

終メッセージの間に存在するメッセージ群である中間メッ

セージ群の 3 種類に分類し，絵文字によるリアクション

の分布を算出した．算出した絵文字によるリアクションの

分布を表 1 に示す．表 1 より，メッセージに対するリア

クションが付く割合は，親メッセージが 61.3%，中間メッ

セージ群が 22.7%、最終メッセージが 44.3%となった．こ

のことから，親メッセージと最終メッセージには中間メッ

セージ群に比べて比較的リアクションが付きやすいことが

分かった．親メッセージと最終メッセージが中間メッセー

ジ群に比べてリアクションが付きやすい理由として，会話

の始点・終点である親メッセージや最終メッセージでは新

たな話題に対してリアクションをしたり，会話の結論に対

図 5 スレッドメッセージの投稿時間間隔

図 6 スレッドメッセージの投稿時間間隔の分布

して賛同のリアクションをするなどのことが考えられる．

逆に中間メッセージ群では，会話の途中であるため，絵文

字のリアクションで賛同するなどの行為が少ない可能性が

考えられる．以上のことから，メッセージに対する絵文字

のリアクションは会話の始点・終点を判断するための特徴

として利用できる可能性がある．

表 1 絵文字のリアクションが付いているメッセージの割合

4.2.3 メンション付きメッセージの分析

全スレッドメッセージ 1,002 件からメンション付きの

メッセージ数を算出したところ，メンション付きメッセー

ジは 142件だった．スレッド内のメッセージをスレッドの

始まりに位置するメッセージである親メッセージ，スレッ

ドの終わりに位置するメッセージである最終メッセージ，
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親メッセージと最終メッセージの間に存在するメッセージ

群である中間メッセージ群の 3種類に分類し，メンション

付きメッセージの分布を算出した．算出したメンション付

きメッセージの分布を表 2に示す．表 2より，メンション

が付いているメッセージの割合は，親メッセージが 30.0%，

中間メッセージ群が 10.3%、最終メッセージが 0.7%となっ

た．このことから，どの位置にあるメッセージについても

メンションの使用率はそれほど高くないことが分かった．

表 2 メンションが付いているメッセージの割合

メンション付きメッセージ 142件のメッセージ位置の分

布を図 7に示す．図 7より，メンション付きメッセージの

位置は親メッセージが 49%，中間メッセージ群が 40%，最

終メッセージが 11%となった．このことから，メンション

付きメッセージは親メッセージと中間メッセージ群に多く，

最終メッセージには少ないことが分かった．メンション付

きメッセージが親メッセージと中間メッセージ群に多い理

由は，宛先を指定して会話をするためだと考えられる．そ

のため，メンション付きのメッセージは会話の終点になり

づらく，メンションの有無は会話の継続を判断する特徴と

して利用できる可能性がある．

図 7 メンション付きメッセージの分布

4.3 メッセージのテキスト内容の分析

スレッド内の各メッセージの出現単語や対話行為などの

テキスト内容を分析した結果と考察を述べる．

4.3.1 スレッド内の共通単語に関する分析

スレッド内の出現単語を分析するため，各メッセージに

対して形態素解析器の 1つであるMecab[17]により形態素

解析を行い，単語を抽出する．

抽出した単語を用いて，スレッド内の共通単語を算出し

た結果を表 3に示す．表 3より，スレッド内の全てのメッ

セージ間で共通単語があるスレッドは全スレッドのうち

21.3%で，スレッド内のメッセージ間で 1つ以上共通単語

があるスレッドについても 63.5%に留まった．このことか

ら，共通単語だけではメッセージ間の繋がりを判断するの

には不十分であることが分かった．出現単語の関連語まで

考慮するなど語の範囲を広げて分析する必要がある．

表 3 スレッド内の共通単語について

また，1つ以上共通単語があるスレッドについて，スレッ

ドの返信数ごとの分布を算出した結果を図 8 に示す．図

8より，返信数が 1件から 3件のスレッドは共通単語を 1

つ以上持つ割合が低い．このことから，返信数が少ないス

レッドは共通単語を持つ割合が低いことが分かる．これ

は，チャットメッセージに多く見られる短く情報がほとん

ど含まれていない応答文などが考えられる．例えば，「了

解しました」などの質問に対する応答などのメッセージは

返信元メッセージの単語や関連語にも関わらない表現で会

話が行われる．そのため，出現単語以外にメッセージの意

味を考慮してメッセージの特徴を抽出する必要がある．

図 8 1 つ以上共通単語があるスレッドの返信数ごとの分布

4.3.2 スレッドメッセージ内の対話行為に関する分析

出現単語以外にメッセージの意味を考慮するため，ス

レッドメッセージの対話行為の分布を算出した．

対話行為とは，話者が発話において持つ何かしらの意図

や機能のことである．例えば質問文であれば対話行為は質

問，応答文であれば対話行為は応答になるなど多種多様な

対話行為が存在する [18]．

各スレッドメッセージの対話行為の分布を算出するた

め，まずスレッドメッセージに対話行為をタグ付けした．

対話行為は，日本語の対話行為に関する研究で広く利用さ
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れている JAISTタグ付き自由対話コーパス [19]で定義さ

れている 9つの対話行為を参考に，相手に会話を促す対話

行為であると考えられる「疑問」「要求」と「その他」の 3

つの対話行為をタグ付けした．質問や何かの確認をする疑

問形のメッセージには「疑問」の対話行為，疑問形ではな

い依頼や要求のメッセージには「要求」の対話行為をタグ

付けした．

対話行為を付与した後，スレッドごとに対話行為の分布

を算出した結果を図 9 に示す．図 9 より，スレッドメッ

セージの対話行為は「疑問」が 23%，「要求」が 12%，「そ

の他」が 65%となった．

図 9 スレッドメッセージの対話行為の分布

スレッド内のメッセージの位置ごとに対話行為の分布を

算出した結果を図 10に示す．会話を促す「疑問」「要求」

の対話行為が親メッセージでは 50%以上を占め、会話の始

まりに「疑問」「要求」の対話行為が多い傾向が見られた．

また、最終メッセージについては「疑問」「要求」が 10%

程度となり、会話の終了時には「疑問」「要求」の対話行為

が少ない傾向が見られた．これらのことから，メッセージ

の対話行為は会話の始点や終点を判断する特徴として利用

できる可能性がある．

図 10 スレッド内のメッセージ位置ごとの対話行為の分布

5. おわりに

本研究の目的は，チャットツール上での会話内容の把握

を支援することである．本稿では，スレッド外の会話を

検出・分類するために，スレッドメッセージの特徴をメタ

データとテキスト内容の 2つの側面から分析した．分析の

結果，投稿時間は既存研究と同様に会話検出のための特徴

として利用できることを確認した．メッセージに対する絵

文字のリアクションも会話の始点や終点を判断するための

特徴として利用できる可能性を確認した．テキスト内容の

分析では，共通単語だけではメッセージ間の繋がりを把握

するのは困難で，関連語など語の範囲を広げて分析する必

要があることが分かった．また，対話行為はメッセージの

意味を考慮する用途だけではなく，会話の始点や終点を判

断するための特徴としても利用できる可能性があることが

分かった．以上の結果と考察を踏まえて今後は，メッセー

ジ間の関連語の分布を算出するなどメッセージ間の繋がり

を単語レベルで定量化するとともに，会話の検出のための

分類モデルを構築する．
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